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アノテーションの⽬的

• 史料そのものの来歴や性質といった情報（メタデータ）に留まらず、!"
#$%"&'()*+,-$./0123"4 を、機械可読なデータとし
て構造化する必要がある

-> より「深い」分析に活⽤可能なデータの作成

• 専⾨の歴史研究者が、（⽐較的）⼿軽に、56"789:;<"=>?
@ABC/0DE@FGHI(EJKLMNOPQ3RS を作る

-> 情報の粒度と、ある程度の汎⽤性が求められる
-> 解釈を前提とした構造化
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どのようにアノテーションするか

• RDFを⽤いて、TUVWXYZ1 史料記述の構造化を⾏う
- 史料中のあらゆる情報項⽬にURIを与える
- 主語・述語・⽬的語のトリプルであらゆる情報を表現する
- 典拠識別⼦（できればLOD）ともリンクする

• 既存のイベントオントロジーやFactoidモデルを参照する
- 「出来事」に関わる情報をデータとして記述する⽅法論
- ⼈・場所・時間といった情報をどのように組織化するか
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歴史マイクロナレッジと!"#"$% オントロジー

• 出来事や状況に⾔及する「個別の記述」を単位にデータ構造化

- 出来事や状況に関する記述⾃体をデータリソースとする
!"#$%&'()*+,-./0123,456

! 789:9;<=9>?@ABCD&E3,4%&FGHIJKLMNO)PE3,4%&

- 史料を「断⽚化」してデータ構造化
!QRSFG-%&TUVW0./0XYLZ[)\],-^_

!`$./03abc,-^de,-^fHg3V_

!hcijklmV$nQopqrstuvw
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ヒストリーテック
勉強会の開催
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• ざっくりデータ（Turtle）で表すと、、

DEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI %&'()*+,-./S34 TU
NUDEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI012'34 TV
DEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROIWX TUDEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI!"#$TV
DEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI YZX TUDEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI %&'()*+,-./ TV
DEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI [X TU53467 8K

DEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI 9:\ABS?@ TU
NUDEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI -./?@ TV
DEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI WX TUDEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI 9:;< TV
DEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI WX TUDEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI ABC TV
DEFFGHIIJJJKLMNOGPLKQROI [X TU5?@67 8K
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歴史マイクロナレッジと.MNMO,オントロジー

• 出来事や状況に⾔及する「個別の記述」を単位にデータ構造化

- 出来事や状況に関する記述⾃体をデータリソースとする
„ 789:9;<=9>?

- 個々の記述ごとにメタデータや属性情報を付与する
- 史料を断⽚化してデータ構造化

・QRSFG-%&TUVabc,-^_de,-^

• [\]\^_ (Historical Micro Knowledge and Ontology)
- 歴史マイクロナレッジを実装するオントロジー
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• 特徴
- Referenceの記述

…<;=>9†‡.m wˆz4‰ŠFG-‹ŒV_I•Ž$ …<;=>9†wˆz4••

FGH‘b•’•’M)“f

!" ”j^ !"#$%&$'() *+, V•^_•Ž$–—wˆ˜H‘b•’

•’$I™šMj›t%&FGH

- エンティティの表記や⽂字情報を含む⾼い⼀次史料参照性
œ>•7;8ž8Ÿ;79 =9>?X ¡¢<7 3zy-12Dz£G¤ -./01234*5

6789:;<=> )%&fH-|$¤$
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https://www.kcl.ac.uk/factoid-prosopography/about


.MNMO,エディタ

• HIMIKOオントロジーに基づく知識
グラフ構築を⽀援するエディタ

- 基本情報
! ¥•¦= §œA¨A©•8=9:ª

! …978«<Ÿ8

! ©87;8¬

! ¢== Ÿ@­­¢9®9¯>°8†9=>7±²87;8¬±<  ­

- 機能
!‘b•’•’³/c´µ¶

!‘b•’•’ab·b¸

! ?@ABCDE
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• データのアップロード

- テクストデータのアップロード
! ¹;º 0¸V–»klm$¼½StjFG-

¾¿À­ÁÂÃÄÅÆm

!–»klmV$ ÇÈÀ\])ÉÊfH-|

))+,-./0123 456 789:;<=>?@ABC
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• エンティティのマークアップとリンキング
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• 知識グラフの編集 知識グラフ編集画⾯
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• データのダウンロード
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• データの利⽤
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今後の開発の展望

• アノテーションに基づく可視化の実装
- エンティティマークアップに基づくマッピングなど
- Factoid記述に基づく78`a"@b2Ecdefg

・意味ネットワークの可視化や推論など

• テクスト、画像、さらには3Dの紐付け
- IIIF Content State APIを⽤いた画像Factoidエディタ（開発中）
- テクスト情報を3D空間・オブジェクト上に表⽰するビューア
（こちらも開発中）
- これらを統合することを⽬指す
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論点

• いくつかのジレンマ
- 特殊性 × 汎⽤性
- 精密性 × 簡便性
- 柔軟性 × 共有可能性

• 典拠識別⼦が⼗分に整備されていない分野はどうする？
- 識別⼦に限らず、テクストなどの基礎データ全般

• ⾃動化はどこに、どの程度取り⼊れていくべきか、いくことができるか？
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